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多摩森林科学園の 
野鳥ガイド 

森林や草地に住む鳥たちを 
探しに出かけよう！ 

●鳥がよく止まる場所を注意してみてみよう 

鳥を見つけたら、森の科学館のノートに記録を書いて
教えてくださいね。 

・木の頂部 

・梢（こずえ） 

・幹 

木の先端で周りを見渡
して食べ物を探すタカ
やモズ、ヒヨドリ、さえず
りをする鳥たちがいる
かも。 

近くで鳥の声が聞こえ
たら、木の枝先を探し
て見ましょう。群れで
食べ物を探すカラ類
やエナガなどが見え
るかも。 

木を叩くコツコツという音がしたら、枝の
上や幹を探してみましょう。キツツキが 
いたり、ヤマガラが実を割っているかも。 

ノスリ 

コゲラ 

シジュウカラ 

エナガ 

ジョウビタキ 

ヤマガラ 

ヤマドリ 

モズ 

生息環境により見られる種類が変わります。
詳しくは内面をご覧ください。 

多摩森林科学園には、見通しの良いサ
クラ保存林や、多様な樹木が生育する樹
木園、そして小川や池もあります。 
森林や草地、水辺に立ちよる鳥など多様
な環境で鳥たちのくらしを観察できます。 
季節によっても顔ぶれが変化する鳥たち
を探しに出かけましょう。 

見られる鳥一覧 

ツミ 



●鳴き声 

●飛び方 

見つけ方のヒント 

春や夏には高くて複雑な声で鳴く「さえずり」が、秋や
冬にはごく短い声で鳴く「地鳴き」が聞こえます。鳴き声
を頼りに双眼鏡などで探してみましょう。 

飛び方や尾の形によって種類を推定することができます。 

メジロ カワセミ 
イイギリの実を食べる

ヒヨドリ 

キビタキ 

イカル 

アオバト 

ハイタカ 

シダレザクラの花を
食べるイカル 

コサメビタキの親子 

キーコキー 

ピイチユリ 

チョウベイ 

タカ類の飛び方 

ヒヨドリ、セキレイ、イカルなどは波形に飛ぶ 

メジロ、ハトなどは直線的に 

カワヅザクラの花の
蜜を吸うメジロ 

オーアー 

メジロ 

ノスリ 尾先が丸い 

尾先が凹型 

トビ 

ハイタカやオオタカ
は尾が長い 
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通年生息するウグイスや冬鳥のア
オジ、ホオジロも冬の間は背の高
いヤブを好みます。カシラダカは背
の低い草地にいます。鳴き声を頼
りに探してみては？ 

どこで何が見られるかな？ 

ルリビタキ 

トラツグミ 

ミヤマホオジロ 

カワセミやカモの他に、細い流れ
や堰の上で水浴びをする鳥たち
を見つけられたらラッキー 

花や実のついた木に鳥が集まっていること
があります。そんな木を覚えておいて見て
回ると見つけやすいですよ。 

観察ポイントの看板 

（地図  位置 ）を 

参考に園内を散策し
てみましょう 

・草地やヤブ 

・水辺 

・花や実のある木 
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林床を歩く 
シロハラ 

ビンズイ 


